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１ 国語科における他者とともに編む子供とは 
 
 
 
 
これまでの実践から、国語科において子供が「他者とともに編む」際、他者の解釈と自分の解釈

を照らし合わせ、そのよさや違いに気付きながら、自らの考えを再構築しようとする様相を見せる
ことが明らかになった。「考えの再構築」とは、他者の考えの意味やよさを理解したり、自分の思
考がどのように変化したかを捉えたりして、より深い考えへと発展させていくことである。  

例えば、同じ叙述を基にしていても、ある子供は登場人物の行動を「勇気」と捉え、別の子供は
「優しさ」と捉えることがある。そうした解釈の違いに出合ったとき、子供は自分の考えをそのま
ま通すのではなく、「どうしてそう考えたのか」と相手の考えを受け止めながら、自分の読みに対し
見直しをかける。そうして、より妥当な解釈へと考えを再構築する過程の中に、読みの深まりが生
まれるのである。 
このような「他者とともに編む」様相が見えるためには、子供の内面に働きかけること、他者と

の関わりを生み出すこと、そしてそれらを支える関係性を整えることが必要である。これら３つの
視点から、国語科における「他者とともに編む」子供の育成につながるアプローチを検討したい。 

 

２ 国語科における「他者とともに編む」子供を育てるには 

① 子供の問いに基づく単元を通して追究する学習課題の設定（個人の内面へのアプローチ） 
子供が他者の解釈と自分の解釈とを照らし合わせながら考えを再構築するためには、その学習

を自分事として捉え、課題意識をもって追究していくことが重要である。そのためには、教師か
ら与えられた課題ではなく、子供自身の課題意識に基づく問いを中核に据えた単元構想が求めら
れる。 
第２学年「お話のさくしゃになろう」を例に説明する。本実践では、単元導入において子供た

ちが過去に書いた物語を読み返す中で、「もっと素敵なお話を書きたい」「書き方の技（修辞技法）
を使ってみたい」といった思いや願いをもった。これを基にした「素敵なお話とはどのようなも
のか」という話合いの中で、Ａ児は「書き方の技」「ハッピーエンド」「感情移入」といった複数
の視点を関連付けながら、「読み手が感情移入できるお話にするためには、どこにどのように書き
方の技を使えばよいのか」という問いをもった。そして、Ａ児のような問いをもつ多くの子供の
姿を捉えた教師は、「素敵なお話になるための書き方の技のよさを考えよう」という単元を通して
追究する学習課題を子供と話し合いながら設定した。 
単元を通して追究する学習課題を設定したことで、Ａ児は自身の問いについて追究しながら作

品を書き上げた。一方で、「これで大丈夫かな？」という揺らぎを子供の姿から感じた教師は、「素
敵なお話にするには、『初め－中－終わり』のどこに書き方の技を使うとよいか」という学習課題
を設定した。 
話合いにおいて、Ａ児は当初「中」に書き方の技を用いることで登場人物の気持ちを強調でき

ると考えていた。しかし、既習教材を例に挙げながら「終わり」に情景表現を用いることで余韻
をもって気持ちを伝えることができるというＢ児の考えと出合い、自分の問いに照らしてそのよ
さを捉え直していった。 
そしてＢ児の考えのよさを理解したＡ児は、「自分が書いたお話の『終わり』にも書き方の技を

付け足すことができるのではないか」と見通しをもった。これは、自分の問いを軸として他者の
考えと向き合い、その違いやよさに気付くことで内面に揺らぎが生じ、考えを再構築しようとし
ている姿である。 
このように、単元を通して子供の問いに基づく学習課題を設定することで、子供は他者の解釈

と自分の解釈を照らし合わせる必然性をもち、内面的な揺らぎを契機として、自らの考えを再構
築していくことができると考える。 

② 教材の価値に気付くための副教材との比べ読み（他者との関わりへのアプローチ） 
子供が自らの考えを再構築するためには、他者の解釈と出合い、それらを比較・関連付けなが

ら考える関わりが不可欠である。そのためには、解釈の違いが顕在化し、子供がそれらを照らし
合わせる必然性のある学習過程をデザインすることが重要である。 
第２学年「スイミー」の実践を例に説明する。本実践では、比べ読みを取り入れることで、子

供同士の関わりを促進することをねらいとした。比べ読みとは、複数の教材を関連付けて読むこ
とで、共通点や相違点に着目しながら理解を深める学習方法である。本実践では、「スイミー」で
学習した修辞技法の視点を基に、他教材（「スイミー」の訳者である谷川俊太郎の詩「うみ」を用

他者の解釈と自分の解釈を照らし合わせ、そのよさや違いに気付きながら、自らの考えを再構築

しようとする姿である。 



いた）と関連付けながら作品の特徴や表現の効果について考える場を設定した。 
その結果、「『スイミー』の素敵ポイントについて考えよう」という学習課題について話し合っ

た際、「スイミーの勇気ある行動や気持ちが素敵」と内容面に関する解釈を述べる子供がいる一方
で、「比喩」や「反復」といった既習内容を手掛かりにしながら、「物語においてどのような場面
で比喩や反復が使われているのか」「どのような気持ちが強調されているのか」といった形式面に
関する解釈について交流するようになった。また、「うみ」との比べ読みで学習した「倒置法」に
着目し、「『スイミー』にも倒置法が使われている。」という発言をきっかけとして、子供たちは自
ら倒置法が使われている叙述を探し、倒置法が使われていることによる効果について考える姿が
見られるようになった。こうした解釈の違いを顕在化し、照らし合わせる場を設けることにより、
子供は「スイミー」の素敵ポイントについて、内容面と形式面、双方から理解を深めたのである。 
こうした一連の姿の背景では、子供が「自分の解釈と他者の解釈とを照らし合わせる」「既習内

容と関連付けて意味を捉え直す」「異なる視点から作品を捉える」といった思考を行いながら、自
らの解釈を更新していったと言える。この時、教師が「比べ読みを通して複数の視点を提示する」
「既習内容を基に比較・関連付ける場を設定する」「子供同士の発言をつなぐ教師の働きかけを行
う」といった手立てを行うことが重要である。 
これらのことから、教材の価値に気付くための副教材を選定し、主教材との比べ読みをするこ

とでことにより、子供が他者の解釈と照らし合わせる関わりを充実させることができると考える。 
③ 共感性の育成とスキーマを踏まえた関わりの場の設定（「他者とともに編む」を支える前提へのアプローチ）  

子供が他者の解釈と自分の解釈とを照らし合わせ、そのよさや違いに気付きながら考えを再構
築するためには、安心して自分の考えを表出し、他者の考えを受け止めることができる関係性が
不可欠である。その基盤となるのが、非認知能力の一つである「共感性」である。 
共感性とは、他者の考えや感情を理解し、それを受け止めようとする態度である。国語科の学

習において、他者の解釈に対して「なるほど」「そういう見方もあるのか」と子供の中で受け止め
ることにより、解釈の比較や関連付けが可能になる。このような姿は、一時間の授業の中だけで
育成されるものではなく、日常的な学級経営の中で、友達の発言を最後まで聞く、考えのよさを
見付けて伝えるといった経験を積み重ねることによって培われるものである。 
実際に、「スイミー」や「お話のさくしゃになろう」の実践においても、他者の考えに対して共

感的に応答する姿が見られたことが、多様な解釈の交流や考えの再構築を支えていた。このよう
な関係性があることで、子供は自らの考えが十分にまとまっていない段階であっても安心して表
出することができ、その考えが他者との関わりの中で更新されていく。 
また、こうした関係性の中で成立する関わりをより効果的なものにするためには、子供一人一

人の理解の状態、すなわち「スキーマ」を踏まえた授業デザインが重要である。スキーマとは、
これまでの経験や学習によって形成された知識の枠組みであり、新たな学びは既有のスキーマと
の関連付けによって成立する。 
例えば、先の「お話のさくしゃになろう」の実践におけるＡ児は、当初「書き方の技」という

概念を名称として理解している段階にあったが、他者の具体的な表現と出合うことで、その運用
方法へと理解を深めていった。また、「スイミー」の実践においても、「比喩」「反復」といった既
習内容を基に、「倒置法」という新たな視点を取り入れながら解釈を更新していく姿が見られた。 
このように、子供のスキーマの状態に

応じて、「概念理解の段階では、共通の言
葉や視点を共有する場を設定する」「具
体的理解の段階では、具体例を基に交流
する場を設定する」「体系的理解の段階
では、複数の視点を関連付けて考える場
を設定する」といったように、関わりの
質や内容を調整することが求められる。
そのためには、教師が子供一人一人の学
習状況を丁寧に見取ることが重要であ
る。従って、共感性を基盤とした学級経
営を日常的に行うことと、子供のスキー
マに応じた関わりの場を意図的に設定
することによって、「他者とともに編む」
学びを支える関係性を構築することが
できると考える。 
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